
－13－

京都府保環研年報　第63号（2018）

はじめに

当所では、府内に流通している食品の安全性を確保するた
め、農産物を中心に残留農薬検査を実施している。平成18年
度から導入されたいわゆるポジティブリスト制度に対応す
るため、検査農薬数を拡大し残留農薬検査を実施しており、
その検査結果については年度ごとに報告を行っている 1）。農
産物中の残留農薬の検出状況の動向を調査するため、平成 20
年度から平成29年度までの過去10年間における検査結果を
整理し、検出回数等の推移を調査したので報告する。

材料と方法

1．検体及び測定対象農薬
府内の農産物の流通状況等を勘案して作成された京都府
食品衛生監視指導計画に基づき、府内 7保健所が収去した農
産物を検体とした。測定対象農薬については、府内産農産物
での使用履歴等を考慮した上で選定した。

2．分析方法
測定については、「食品に残留する農薬、飼料添加物又は

動物用医薬品の成分である物質の試験法について」（厚生労
働省医薬食品局食品安全部長通知、平成 17 年 1 月 24 日付け
食安発第 0124001 号）に準拠して実施した。すなわち、均一
化した試料をアセトニトリルで抽出した後、クリーンアップ

を行い、ガスクロマトグラフ－タンデム型質量分析計（以下
GC-MS/MSという。）及び液体クロマトグラフ－タンデム型
質量分析計（以下 LC-MS/MSという。）により測定を行った
（測定対象農薬は附録を参照）。なお、平成 26 年度の 7月か
ら 9月において、装置の故障により LC-MS/MSで測定する
農薬が欠測となった。
測定対象農薬のうち、農産物ごとに添加回収試験による真
度、精度等の評価により妥当性が確認された農薬を検査対象
農薬とした。
なお、農産物の分類及び表記は、厚生労働省において農薬
等の残留基準値を設定する際に使用される表記に従った。ま
た、農薬の分類は「農薬ハンドブック」2）によった。

結果及び考察

1．概要
1－1．検査検体数
表 1に年度別の対象農産物及び検査検体数の一覧を示す。
農産物別では、玄米等のように継続的に調査した農産物もあ
れば、限られた期間のみ、あるいは間隔をおいて検査した農
産物があり、年度ごとの検査対象農産物は一定ではなかっ
た。年度別総検体数は年度により差が生じ、111検体から 159
検体であった。また、10 年間の検査対象農産物の総検体数は
2検体から91検体と差異があり、10年間の合計検体数は1379
検体であった。
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1－2．農産物別延べ検出農薬数
定量下限値（0.01ppm（w/w））以上検出された農薬の検出

回数を農産物別にまとめたものを表2に示す。43種類の農産
物中、32 種類の農産物で残留農薬が検出された。年度ごとの
延べ検出回数は、年度ごとに増減があり 42 回から 105 回で
推移し総延べ検出回数は769回となった。農産物毎の総検体
数は異なるが、検出回数の多い農産物は、茶 111 回（総検体
数 88）、えだまめ 105 回（総検体数 90）、パプリカ 90 回（総
検体数 22）、ねぎ 76 回（総検体数 91）となった。以上の 4品
目で全体の検出回数の約 50%を占めた。パプリカ（すべて輸
入品）については、年度ごとの 10 年間の総検体数が 22 検体
と少ないにもかかわらず、総延べ検出回数が 90 回と多かっ

た。また、玄米及びだいこんの根については毎年度一定検体
数以上を検査しているが 10 年間の総延べ検出回数はそれぞ
れ 89 検体中 7回、81 検体中 5回と低い値であった。

1－3．残留農薬の分類別の検出回数
検出回数を農薬の分類別に整理したものを表3に示す。殺
虫剤 581 回、殺菌剤 180 回、除草剤 8回の順で検出回数が多
かった。
殺虫剤については、年度により差異はあるもののネオニコ
チノイド系殺虫剤、ピレスロイド系殺虫剤の検出回数が多
く、次いで昆虫成長制御剤、有機リン系殺虫剤、その他の合
成殺虫剤、殺ダニ剤の検出回数が多かった。

表 1.　農産物別検体数の推移（H20 ～ H29）
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殺菌剤については、年度により検出農薬の傾向が大きく異
なった。これは、殺菌剤は耐性リスクを勘案して施用され、
適用作物ごとに使用可能回数が制限される（日本植物病理学
会殺菌剤耐性菌研究会「殺菌剤使用ガイドライン」http://

www.taiseikin.jp/guidelines/）ことから、年度ごとの増減が
生じ、それが反映された結果と考えられる。

1－4．農薬別の検出回数
平成20年度から平成29年度までの総延べ検出回数が10回
以上検出された農薬を表4に示す。検出された農薬は総計で
78 種類であったが、上位 10 種類の農薬で総検出回数の半数
以上（53%（407/769））を占め、検出農薬は特定の農薬に偏
在していた。
総延べ検出回数の多い農薬は、いずれも殺虫剤で順にイミ
ダクロプリド、クロチアニジン、シペルメトリン、アセタミ
プリド、クロルフェナピル、エトフェンプロックス、クロル
ピリホス、ルフェヌロン、ペルメトリンであった。次いで総
延べ検出回数の多い農薬は、いずれも殺菌剤でアゾキシスト
ロビン、プロシミドン、ボスカリドであった。

上位 2位であったイミダクロプリド及びクロチアニジン
は、いずれもネオニコチノイド系殺虫剤であった。なお、ネ
オニコチノイド系殺虫剤のうち、府内出荷量の多いジノテフ
ラン、ニテンピラムについては、当所の分析法が準拠してい
る国の通知試験法（一斉試験法）の分析対象化合物となって
いないことから、測定対象外としている。

1－5．経年的な傾向のある農薬
調査対象期間の前期（平成 20 年度～平成 22 年度）と後期

（平成 27 年度～平成 29 年度）の検出回数を、殺虫剤別、殺
菌剤別に表にしたものを表 5及び表 6にそれぞれ示す。
殺虫剤では、全検出回数に対するピレスロイド系殺虫剤の
検出回数の占める比率が31％から15％に半減したのに対し、
ネオニコチノイド系殺虫剤の検出回数の占める比率が 28％
から 41％に増加した。これは、栽培現場においてピレスロイ
ド系殺虫剤の使用量が減少したのに対し、ネオニコチノイド
系殺虫剤の使用量が増加したことを反映したものと推測さ
れる。
殺菌剤では、全検出回数に対するステロール生合成阻害剤

表 2.　農産物別延べ検出農薬数の推移（H20 ～ H29）
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の占める比率が 2％から 24％に大幅に増加した。これは、前
述のとおり、殺菌剤が耐性リスクを勘案して施用された結果
と考えられる。ステロール生合成阻害剤については、茶にお
けるテブコナゾール、パプリカにおけるテトラコナゾールが
主要なものであった。表 7に各期間における茶のテブコナ
ゾール、パプリカのテトラコナゾールの検出率（検出回数／
検体数）を示す。茶のテブコナゾールは 0％から 13％～ 38％
へと増加し、パプリカのテトラコナゾールは 0％～ 25％から
33％～ 100％と増加しており、各々栽培現場での施用が増加
したものと推測される。

2．農産物ごとの検出農薬の状況
定量下限値（0.01ppm（w/w））以上検出された農薬の検出

回数を農産物別、農薬別にまとめたものを表 8に示す。検出
された農薬の種類数は農産物ごとに大きく異なり、多いもの
から順に、ねぎ 22 種類、パプリカ 21 種類、茶 20 種類、え

だまめ 15 種類、トマト 15 種類であった。少ないものでは、
ばれいしょ、さといも、キャベツ及びにんじんは 1種類のみ
であった。なお、とうもろこし、大豆（黒大豆）、ささげ、か
んしょ、花菜、たまねぎ、アスパラガス、にんにく、にんに
くの茎、オクラ及びかきについては、残留農薬が検出されな
かった。

2－1．穀類、豆類及びいも類
玄米において、殺虫剤エトフェンプロックス、アゾキシス
トロビン等の殺菌剤3種類が検出された。稲いもち病専用殺
菌剤のフサライドが、検出回数は 1回と低いが、平成 26 年
度から継続して検出された。
小豆において、プロシミドン等の殺菌剤 3種類が検出され
た。
ばれいしょ及びさといも（えびいもを含む）において、殺
虫剤イミダクロプリドが各々平成25年度と平成23年度に検

表 3.　残留農薬の分類別検出回数の推移（H20 ～ H29）
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表 4.　農薬別総検出回数（H20 ～ H29）

表 5.　殺虫剤の分類別検出回数の比較

表 6.　殺菌剤の分類別検出回数の比較

表 7.　  茶におけるテブコナゾール及びパプリカにおけるテトラコナゾールの
検出率（検出回数 /検体数）の推移
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出された。

2－2．あぶらな科野菜
だいこんの根については、検体数（81 検体）に対し検出回

数が5回と少なかった。イソキサチオン等の殺虫剤が4種類、
殺菌剤アゾキシストロビンがそれぞれ 1回検出された。
かぶの根については、検体数（66 検体）に対し検出回数が
8回と少なかった。クロルフェナピル等の殺虫剤が 3種類、

表 8.　農産物別及び年度別の延べ検出農薬数の推移（H20 ～ H29）
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シアゾファミド等の殺菌剤が 2種類検出された。
はくさいについては、検体数（42 検体）に対し検出回数が
28 回となった。アセタミプリド等の殺虫剤が 9種類、シアゾ
ファミド等の殺菌剤が3種類検出された。中でも殺菌剤ボス
カリドが 8回検出された。また、ネオニコチノイド系殺虫剤
が 10 回検出された。
キャベツにおいて、平成 29 年度に 1検体から殺菌剤フル
トラニルが検出された。
こまつなにおいて、アセタミプリド等の殺虫剤が 5種類、
アゾキシストロビン等の殺菌剤が 2種類検出された。
みずなについては、検体数（86 検体）に対し検出回数 19

回と少なかった。アセタミプリド等の殺虫剤6種類が検出さ
れた。中でもダイアジノンは、検出率は高くないが継続して
検出された。殺菌剤は検出されなかった。
みぶなにおいて、テフルトリン等の殺虫剤が 2種類、除草
剤トリフルラリンが検出された。
ブロッコリーにおいて、殺菌剤アゾキシストロビン、殺虫
剤インドキサカルブが検出された。

2－3．きく科野菜、ゆり科野菜及びせり科野菜
きく科野菜である、しゅんぎくにおいて、アセタミプリド
等の殺虫剤が 5種類、アゾキシストロビン等の殺菌剤が 2種

表 8.　農産物別及び年度別の延べ検出農薬数の推移（H20 ～ H29）（続き）
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類、除草剤プロピザミドが検出された。平成 29 年度にアセ
タミプリド、アゾキシストロビンが、産地が異なる 2検体の
いずれにおいても検出された。
ゆり科野菜である、ねぎにおいて、アセタミプリド等の殺
虫剤が 15 種類、アゾキシストロビン等の殺菌剤が 6種類、除
草剤ブタミホスが検出された。中でも殺菌剤プロシミドンが
継続的に検出された。平成 17 年に農薬登録失効した殺菌剤

ピリメタニルが、平成 27 年度に輸入品から検出された。
せり科野菜である、にんじんについては、検査実績は少な
いが、平成 22 年度に殺菌剤ボスカリドが検出された。

2－4．なす科野菜
トマトにおいて、アセタミプリド等の殺虫剤が 8種類、ア
ゾキシストロビン等の殺菌剤が7種類検出された。中でも殺

表 8.　農産物別及び年度別の延べ検出農薬数の推移（H20 ～ H29）（続き）
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表 8.　農産物別及び年度別の延べ検出農薬数の推移（H20 ～ H29）（続き）
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菌剤プロシミドンが継続的に検出された。
ピーマンについては、検査実績は少ないが、平成 20 年度
に殺虫剤イミダクロプリド、殺菌剤メタラキシル及びメフェ
ノキサムが検出された。メフェノキサムはメタラキシルの R

体のみを有効成分にしたものでメタラキシルMとして農薬
登録されている。
パプリカについては、検体数（22 検体）に対し検出回数が
90 回と多かった。アセタミプリド等の殺虫剤が 14 種類、ア
ゾキシストロビン等の殺菌剤が7種類検出された。中でも殺
虫剤ではネオニコチノイド系殺虫剤（アセタミプリド、イミ
ダクロプリド、クロチアニジン、チアクロプリド、チアメト
キサム）、殺菌剤ではアゾキシストロビン、ボスカリドが継
続的に検出されたが、検出率は減少傾向にある。微生物由来
で広範囲の害虫に対して高い効果をもつ殺虫剤アバメクチ
ンが平成 21 年度に、スピノサドが平成 21 年度と平成 29 年
度に検出された。

なすにおいて、アセタミプリド等の殺虫剤が 9種類、イプ
ロジオン等の殺菌剤が5種類検出された。中でも殺虫剤クロ
ルフェナピルが継続して検出された。
とうがらしについては、検体数（64 検体）に対し検出回数
22 回となった。アクリナトリン等の殺虫剤が 5種類、クレソ
キシムメチル等の殺菌剤が2種類検出された。中でも殺虫剤
クロルフェナピルが継続的に検出された。殺虫剤スピノサド
が平成 28 年度に検出された。

2－5．うり科野菜
きゅうりにおいて、アセタミプリド等の殺虫剤が 7種類、
アゾキシストロビン等の殺菌剤が 5種類検出された。
かぼちゃにおいて、平成 22 年度に殺虫剤アセフェート、殺

虫剤メタミドホス（農薬登録実績なし）が国内産で検出され
た。メタミドホスはアセフェートの加水分解物でもあり、施
用されたアセフェート由来であると推測される。

表 8.　農産物別及び年度別の延べ検出農薬数の推移（H20 ～ H29）（続き）
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2－6．その他の野菜
ほうれんそうにおいて、アセタミプリド等の殺虫剤が 8種
類、オキサジキシル等の殺菌剤が 3種類検出された。殺虫剤
イミダクロプリドが継続的に検出されている。平成 19 年に
農薬登録失効した殺菌剤オキサジキシルが平成 27 年度に輸
入品から検出された。
未成熟いんげんにおいて、アセタミプリド等の殺虫剤が 5
種類、アゾキシストロビン等の殺菌剤が 3種類検出された。
なお、当該品目は全て輸入品であった。
えだまめについては、検体数（90 検体）に対し検出回数が
105回と多かった。アセタミプリド等の殺虫剤14種類が検出
回数102回と高頻度で検出された。中でも殺虫剤エトフェン
プロックス、シペルメトリンが高頻度で継続的に検出され
た。殺菌剤はアゾキシストロビンのみが輸入品で検出され
た。

2－7．かんきつ類果実
レモンにおいて、カルバリル等の殺虫剤が 7種類、殺菌剤
プロピコナゾールが検出された。中でも殺虫剤クロルピリホ
スが継続的に検出された。クロルピリホスは他のかんきつ類
でも検出された。また、除草剤シマジンが平成 24 年度と平
成 25 年度に検出された。
オレンジにおいて、カルバリル等の殺虫剤 5種類が検出さ
れた。中でもクロルピリホスが継続的に検出された。また、
除草剤ペンディメタリンが平成 24 年度に検出された。
グレープフルーツにおいて、アセタミプリド等の殺虫剤が
8種類、ピリメタニル等の殺菌剤 2種類が検出された。

2－8．その他の果実
日本なしにおいて、カルバリル等の殺虫剤が 9種類、クレ
ソキシムメチル等の殺菌剤3種類が検出された。中でも殺虫
剤ペルメトリンが高頻度で継続的に検出された。
バナナにおいて、クロチアニジン等の殺虫剤が 5種類、ア
ゾキシストロビン等の殺菌剤2種類が検出された。クロルピ
リホスがかんきつ類と同様に継続的に検出された。殺虫剤デ
ルタメトリン及びトラロメトリン（デルタメトリンはトラロ
メトリンの代謝物で農薬登録実績なし）が平成 25 年度に検
出された。
いちじくについては、検査実績は少ないが、殺虫剤アセタ
ミプリド、殺菌剤アゾキシストロビンが検出された。

2－9． その他の農産物
茶については、検体数（88 検体）に対し検出回数は 111 回
と多かった。イミダクロプリド等の殺虫剤 16種類が 91回検
出された。また、アゾキシストロビン等の殺菌剤 2種類が 18
回検出された。中でも殺虫剤ルフェヌロンが最も多く検出さ
れ 32 回であった。殺虫剤イミダクロプリド、チアメトキサ
ムは、いずれも検出回数は低いが継続的に検出された。殺ダ
ニ剤エトキサゾールは茶でのみ検出され、他の農産物からは
検出されなかった。土壌放線菌由来殺虫剤ミルベメクチンが
平成 23 年度に検出された。

3．残留基準を超過した事例等
みずなから、平成 26 年度に有機リン系殺虫剤ダイアジノ
ンが 0.29ppm（w/w）（基準値：0.1ppm（w/w））検出され基
準超過となった。ダイアジノンは、検出率は高くないが継続
して検出され、平成 23 年度には基準値と同値検出された。
1955 年に農薬登録された 2）農薬であり、長年にわたって使用
されているものと考えられる。
えだまめから、平成 24 年度にネオニコチノイド系殺虫剤
チアメトキサムが 1.0ppm（w/w）（基準値：0.3ppm（w/w））
検出され、平成 27 年度にネオニコチノイド系殺虫剤チアク
ロプリドが 0.04ppm（w/w）（基準値：0.01ppm（w/w））検
出され、各々基準超過となった。
ほうれんそうから、平成 22 年度に有機リン系殺虫剤フェ
ニトロチオンが 0.56ppm（w/w）（基準値：0.2ppm（w/w））
検出され基準超過となった。フェニトロチオンは 1961 年に
農薬登録された 2）農薬であり、ダイアジノンと並んで長年に
わたって使用されているものと考えられる。また、平成23年
度にアミド系殺菌剤ボスカリドが基準値と同値（0.01ppm

（w/w））検出された。
茶から、アミド系除草剤メトラクロールが平成 24 年度に、
アミド系除草剤ブタクロールが平成 29 年度に基準値と同値
（0.01ppm（w/w））検出された。
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206 191 208 193
235 165 237 165 251 139 253 141
235 165 237 165 198 91 225 189
246 176 248 176 243 109 243 116
235 165 237 165 267 225 267 168
169 141 169 77 277 221 277 155
122 107 122 77 277 221 277 155
208 181 289 93 279 223 279 205
217 173 219 175 253 162 340 253
160 132 160 77 206 176 208 178
223 132 223 147 197 141 197 161
215 173 215 58 197 141 197 161
227 185 227 170 256 120 357 256
188 160 237 160 167 152 167 165
263 193 255 220 323 265 325 267
263 193 277 241 163 127 226 206
177 130 313 177 394 266 266 218
213 121 213 185 222 125 222 82
229 201 229 121 163 127 163 91
121 77 136 121 201 173 201 186
290 118 290 204 212 122 212 94
204 91 204 122 295 109 297 109
255 82 253 82 230 154 232 154
235 166 270 235 125 47 229 87
234 165 234 137 213 170 213 185
222 91 222 162 119 91 145 112
276 202 316 276 100 58 198 126
231 129 231 175 100 58 198 126
173 109 310 173 187 159 258 187
300 270 300 285 242 214 187 159
163 135 163 107 160 117 161 88
158 97 158 114 199 93 304 179
263 193 263 191 329 109 331 109
258 175 302 175 336 218 336 204
163 132 163 117 354 159 356 159
361 300 300 223 288 141 288 174
156 110 156 79 250 125 250 153
158 97 159 97 276 171 333 171
188 119 188 82 177 127 197 141
146 118 146 91 253 93 253 172
307 272 307 237 241 185 241 170
207 172 209 172 231 129 231 175
249 214 295 237 168 70 128 65
206 116 206 131 168 70 128 65
299 221 301 223 208 181 208 111
373 266 375 266 257 162 285 162
373 266 375 266 268 184 270 186
314 258 316 260 189 162 189 161
286 93 288 93 202 147 202 113
328 247 249 112 306 264 306 206
323 267 325 269 186 145 190 130
323 267 325 269 265 250 265 93
213 171 213 127 383 171 383 145
264 168 266 170 271 72 271 128

附表 1　ガスクロマトグラフ－タンデム型質量分析計による測定対象農薬
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236 194 236 148 250 55 250 200
303 145 303 302 250 55 250 200
236 125 236 167 287 259 354 326
291 109 291 81 308 280 423 318
263 109 263 246 329 328 328 259
263 235 265 237 238 162 262 202
170 115 170 141 283 96 285 96
341 310 341 189 267 239 309 239
181 166 181 165 176 120 196 120
176 103 176 131 214 172 229 58
320 122 140 98 217 161 219 163
360 194 360 97 135 107 173 135
221 193 232 204 259 69 259 173
412 349 349 307 259 173 259 69
340 199 340 109 173 145 173 109
147 117 147 132 153 97 254 153
262 91 262 200 153 97 254 153
262 91 262 200 339 269 337 267
165 108 165 93 110 64 152 110
136 78 136 96 205 188 207 164
302 256 302 230 226 184 241 184
302 256 302 230 232 176 296 120
290 125 305 180 341 183 341 185
199 198 198 118 331 316 329 314
173 130 173 144 175 111 256 159
285 212 285 213 171 71 171 85
351 255 353 257 204 176 266 148
303 195 303 288 259 120 261 120
219 107 251 139 272 237 274 239
277 260 277 109 183 155 217 182
293 155 293 198 353 263 355 265
160 72 253 160 183 168 163 127
293 97 293 125 252 162 252 191
278 109 278 169 292 264 292 206
274 121 274 125 256 163 163 121
167 125 181 152 182 111 367 182
167 125 181 152 195 103 195 60
198 129 198 102 264 127 264 193
265 210 265 89 160 77 160 133
128 70 128 110 173 99 173 127
243 215 241 213 179 125 179 152
238 162 237 160 234 146 249 190
286 202 286 185 145 85 145 58
273 193 273 108 227 169 227 141
175 132 172 57 238 162 238 133
105 77 276 105 192 127 193 127
189 129 320 183 192 136 192 109
340 298 340 108 253 189 253 190
248 127 248 154 269 119 269 210
199 157 199 107 192 127 193 127
199 157 199 107 153 136 153 82
233 165 233 152
403 56 403 84
173 145 281 173

附表 1　ガスクロマトグラフ－タンデム型質量分析計による測定対象農薬（続き）
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附表 2　液体クロマトグラフ－タンデム型質量分析計による測定対象農薬


